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＜「トラドック」点検の実施方法＞         別紙 
 
１．まず最初に点検のイメージを把握して下さい。 
【点検のイメージ】 
 Step1 
 
  Step2   
 

Step3   
 

Step4   
 
 

２．次に、以下の点検手順に沿って点検を実施して下さい。 

【点検手順】 ～まずは現状を把握しましょう～ 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

・・・・・・・・・・ 
 

 
「【Ａ】 1．点呼」 

 

「【Ｄ】32．運輸安全マネジメント」 

までを順次点検 
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※記入方については、各事業所で分かりやすい方法で記載していただいて構いません。 
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〇定期点検を実施するにあたり、チェック項目を４つに区分しています。 

 

１． 定期点検は４つに区分していますので、 

区分に応じた点検を行って下さい。 

２． 点検の記載方は☑や「〇」や「－」等、 

適宜の方法で構いません。 

３． 内容に変更があった場合、記載例を参考に 

記載して下さい。 

（※管理しやすい記載方で構いません） 

 

【留意点】 

変更された項目によっては、 

「複数の項目」が関係してくる場合があります。 

（例） 

入社した運転者（２名）が、特定運転者である 

「初任運転者」や「高齢運転者」に該当する場合 

などは、選任運転者数や台帳の作成状況のほか、 

 

「雇入時の健康診断」 

「適性診断」 

「指導・教育」 

「事故歴」 

「社会保険・労働保険」 

の状況も点検する必要があります。 

 

※特定運転者に必要となる適性診断や指導は 

トラドック冊子版の後半にある＜参考資料＞ 

「特別指導及び適性診断の対象となる運転者早見表」 

を活用して下さい。 

 

４．項目によっては失念防止のため「今後の予定表（計画表）」として活用できます。 

【 例 】 

 ・運行管理者講習や整備管理者研修の受講予定日を記載 

 ・健康診断の受診予定月を記載            等 

 

Step4 ＜トラドック年間チェック表による定期的な点検の実施＞ 

「最初の点検」をしていただいたら、定期点検を実施して下さい。 


